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同一のモデル法を基本としていることから、独立国家共同体を構成する諸国の法典は、凡ね、同様 が、国
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一項は、 「外国国民又は無国籍者によってロシアの領域において行 われたロシア国籍を保有す 子の養子縁組並びにその解消は、養子縁組又はその解消のた の申立ての当時、養親が国籍を保有する 家の法律（無国籍者による子の養子縁組の場合においては、 者がその住所を有する国家の法律）に服する。 」
（同第一段）
、 「外国国民又
は無国籍者 よってロシアの領域においてロシア国籍の子の養子縁組を実現させるためには、本法典第一二四条ないし第一二六条及び第 九条ないし第一三二条の諸規定が遵守されなければならない。 」
（同第二段）
、 「ロシア国
民によってロシア 領域において外国国籍の子の養子縁組を実現させるためには 子の法定代理人の同意、及び、子が国籍を保有す 国家の権限を有する機関の同意 並びに、子 同意 要件が同国 立法によって要求されるときは、それがあることが必要である。 」
（同第三段）
とし、又、同条第二項は、 「養子縁組の結果、ロシアの立法及
び国際条約によって定められた子 利が侵害される危険に晒される場合には、養親 国籍 拘わ ず、養子縁組は同意されてはならず、又、 でに行なわれた養子縁組は裁判所によって無効と認められなければならない。 」とし、そして、同 第三項は 「ロシア国籍を保有し かつ、ロシアの領域外 居住する であっ 、養親が国籍を保有する外国の権限 有する機関によって確定されたものは、 又はその両親（それらの者 中の一方）が外 への出発前に居住していたロシアの領域 おける 行政区域 行政部の権限を有す 機関の同意を条件として、ロシアにおい 承認される。 」と定めている
（拙稿「ロシア国際私法の改正とその特質について」比較








































































タジキス ン共和国の領域における 国の大使館及び領事館において挙行された外国国民の間 婚姻は、当事




























タジキス ン共和国の領域外に居住する ジキスタン共和国国民は、タジキスタン共和 の領域外に居住する

































に服する。タジキスタン共和国の立法に従い、父子関係（母子関係）が身分登録所 確定されることができる場合には、 領域外に居住する子の両親は れら 者の少なくとも一方がタジキスタ









































東洋法学　第57巻第 2号（2014年 1 月）
67
